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／．（Aン廊螂齢爵と搬動的研魏1動が問題の解決をば　瀦方齢らの委託申込によつ痢…蓬か試作馳，V・ろい
）t

ｲ嫡レ、　、’　－t，　　　ろ工夫珈えられて鋤ました（本丈r8頁参照）議か
∴雌技翻蛎醐和24年5臓立以獅瀬の生　しな組掴1個の依頼r・よる軍作であ旅ぬ難費
　産に闘する技㈱魔糊題の解決に當りつつあります・’、　緻＋萬圓腰’レこ純章産化するための検討腰ず
・　ζ㌍解決に嘗る芳法はいろいろあると思いますが；生産　　　る部分が残されておりましたので，當所はとyあえず25

驚欝騰鷹発騰難鵬を誓詩∴雛講葱灘攣薦嚢易馨奢騰讐、
∵騨見魎すい緬で鄭》・ろv・ろ問題があるようです。　地震計，加澱討羨離主槍査機等の他分野醜これが
ざ凌ごでそれを受入働にっいて考えてみますと，第一にど　　掬途を撲張しつらあるというのがこρ一例であります。

似巌能力，すなわち鹸陣容が組撫れているかを知グ　　髄に研究班の・と襯明しましたあ濃麟な例を一L
学量頂くべきでしよう5當研究所は前身である東天第土工ザ　ちよつと串上げてみ雲しょう。アルミ嵩ヴムの研究班
；學部砂全陣容と譲究殺備を主騰として出蛮し，これに職　はその金厩材料としてのas究を初め，車臨船臨橋梁，
　後の新しい奔桑の面セ検討して・現在衷でド次頁＝一輩表　　　建築物等への鷹用面でニナ蘇名の教搾・助教授が活動し’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　ております5最近の威果として綜，生硯協議會で橋梁用　’の本うな受入態勢を打建てま’した。

、，ごζれをごらんになりますと工學Q．廣い分野にわたウて　　の押出型材とそ為に用いる鋲の試作品を展示しました。
rl　． D墨ことは明かですが，將來あ計豊としてダ肇源に聞す　　輕量不燃構造ρ箇易佳宅として，デ昨年の當研究所開所

、，1・髟薄蛯ﾆエ業輕瞥に關する部門の設置鳶豫定して著εりま　　式で一般の参槻に供した電のは，その後量産化が進み，

∴す。なお以上の擾當官の下に縞これを助ける助手・技　　25年度力瓢らは醜究所内に輕量不燃書庫の試作が始めら
　　官豊研究補助員等カミいて，日夜硯究の進捗に力をつくし『　れております。・海上保安廃ρ8m救命艇として附蝕牲の

てております。　’　　　　　・｝　　’1　一　　　　　　　　強い7ルミ＝ウム鷲の試布養計葺しておりますσtこのよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うな研究班は他に自動制御砺究會，分析化學に關する研二二iジ第二は研究活動磯動性にらいてでありますが，これ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i縮，精紡研究會，石炭蹴會等がありますが，大艘活／開辮究臓立の主眼琳鯛れなければな賊ぜん。
ご続わち，一は科軸鵬翻究であy，一・膿甫化試駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧動の内容はど多國噺ねがえると思V、ます：o　　　　　　　　t

鱈姪圏であV’ます。．Tうρ問Pt2・・一人囎究者灘當す　（¢）難額二竃破賜｛二雛て・一　　　ピへ
　・る轟いう方法には長所竜あり，從來は多くこの労法が採　　，．第三に研究者の利釜の擁護についてであ1りますが，・委
・’

dされておりま、したバしかしそtz・を何八かの研究者がそ　　託嘉項に開する秘密の保守については・委託者の希望に・
　　れそれの專門から穣討することを建前とすれば，新しい　　で毒るかぎり磨ずることになつています。當所受託規程

ジ鰍のreが拓けジ蹴過程に繍る窟外な伏勢にも／文珠　では・委託者め希望があ砺合は・研究成呆の公表猫豫
　　の智慧が嚢揮され，より完全な成果の得られること、が期　　　年限を研究完了後2年迄と定めてあります。これは」國立し

　磯盛匙ます。ζれは從來からも唱えらガつっ，なかなか　　研究所としでの性格上の要求と，委託者の希望とを考慮
　黄行できなかつた鮎ですが，その原因は一つの研究所に　　　して定めたものk・あります。　’　　　　　・．

　．多・ぐの專門分野を持たなかつたことと，それらの協同研　　　　委託研鋭中，螢生した螢勢ならびに特許の塚級につい

丁∵郷織礁除でドなかつたでしよ・うか．この貼にかん演　・ては・委託者の希望によ興の實施を委託萄に蹴的に
t’ @／みまレて，われわれのK51の專門分野は個々に學問の獲　　　許諾する道が考えられでありますb又第三者がをれを利

，．て建に努力する一方・協力しそ硯穽班を組織し・いわゆる　　用しようとする揚合には・委託者と協議Q上定める讐の

　．11縁合硯究にも從事して｝a　Vます6委託研究については殊　　　方法も’とり得るようになつておりま一す。

　　に後者の硯究方溝によることに留意し，多角的にみた問　　　　第四に委託纏費について鯛れておきたいと思いますゲ
：　題のつかみ方と，総分力による問題の解決に力をいたし　　元來國立掛究所が奉仕的性格を持つゆえんは，人件費的『

　’、でおりま．す。　　　　　　嗣　　　　　　　　　　　　　　　　輕費がほとんどかからない鮎でありましようo、すなわち，

、’（B）費用化し褐る研究が求めらPtltaばならない；一　　　　材料費，光熱水料，・旗費等の實費を納入していただくほ

　　／從來の六學の硯究に訣けて）・魅づは實用化の研究と　かは，特殊の場合をのぞv・て研究憺當官の手當に類する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額は計算いたレませんひ又現物の提供をラけて材料費　　悔・うことであったと思）・ます。事實生庫の第一線と結び

　　っく目的で・磯施設拷えfe・”1・徽を志向しfe‘・Vし　を鰍したV・繰糠惰によつて分割搬か後繰ど・
：括先砺律所な，あまりみられなかつたと想います。當研究　　　亀考慮で窒るこ．とになっております。　・

　　衡で綜，必Ptな　tsのにっいては，實鹸室の硯究成果とし　　（D）委託研究特集號め企叢始　　　　　　．

．1て満晃で琶た亀のを，更に工業化するま掩の諸條件にお　　　以上のような態勢と方針とにも為ついて，受託し先研

i餐鰐騨鹸織瀦講麓璽鷲音翻謙翻鵬よ事壌藁謂票織
響鯵ρ例えば當所糸川教授磯波X己鍛置は1禰蘇　 號です・・縫讃んで・・ただけば研究内容の一斑は推察
1づ驚霧ρ戴輯に零つて研舛されたのであ寡ますA「・’その後　　していた　『けるものと思います。ド　・　，・’一’
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